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・新年のあいさつ� ２～３Ｐ

・所得税の還付申請� ６～７Ｐ

・町の話題� 16～17Ｐ

・ジェネリック医薬品希望カード

　　をご活用ください� 26Ｐ

主な内容

△もちつきは、おれたちに任せろ

◁防火ビデオで火の用心

「ぺったん ぺったん おいしくなーれ」の掛け声で　利根大和幼稚園児と
利根消防署員がもちつき� －平成 26 年 12 月３日（水） 利根大和幼稚園－

今年は、利根町制施行60周年を迎えます
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
新
春

を
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
心
よ
り
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
常
日
ご
ろ

の
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
、

ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
23
年
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
利

さらなる  安全
 安心  安定した
まちづくりに向って

町 

長

　
遠  

山
　
　
務

根
町
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
事

業
は
、
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
子
力
災
害

の
あ
っ
た
福
島
県
で
は
、
未
だ

に
帰
郷
で
き
な
い
方
た
ち
が
お

り
、
日
本
全
体
の
東
日
本
大
震

災
の
復
興
が
終
わ
っ
た
と
言
え

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

年
８
月
の
記
録
的
大
雨
で
多
く

の
死
者
を
出
し
た
広
島
市
の
土

砂
災
害
、
11
月
に
長
野
県
北
部

で
震
度
６
弱
を
記
録
し
た
長
野

県
神
城
断
層
地
震
も
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
近
年
、
台

風
の
大
型
化
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

竜
巻
の
発
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
、
首
都
直
下

型
、
千
葉
県
東
方
沖
、
南
海
ト

ラ
フ
等
の
大
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
25
年
度
に
地
域
防
災
計
画

を
見
直
し
、
昨
年
４
月
か
ら
新

た
な
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
職

員
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
や

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
昨
年
の
台
風

18
号
、
19
号
の
接
近
に
伴
い
、

早
め
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令

し
、
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
増
進
対
策
と
し
て
は
、

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
、
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
さ
ら

な
る
推
進
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
と
の
連
携
、
任

意
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
等
を

拡
大
し
、
住
民
の
疾
病
予
防
、

介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
、
教
育
環
境
に
お
い

て
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
、
第
２
子
以
降
の
子

育
て
応
援
手
当
、
第
３
子
以
降

の
給
食
費
の
無
料
化
を
全
て
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら

始
ま
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
移
行
す
る
準
備
も
整

い
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
中
に

は
、
布
川
小
学
校
、
利
根
中
学

校
の
大
規
模
改
造
、
小
・
中
学

校
の
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
全
校
の
屋
内
運
動
場
天
井

等
落
下
防
止
対
策
、
布
川
小
学

校
の
児
童
ク
ラ
ブ
教
室
新
設
、

文
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
土

曜
日
実
施
に
向
け
順
調
に
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
残

す
こ
と
は
、
行
政
の
役
目
で
あ

り
、
大
人
の
役
目
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
立
木
地
区
内
町
有
地

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
２
・
８
メ

ガ
ワ
ッ
ト
）
も
昨
年
１
月
に
稼

働
し
ま
し
た
。
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
も
終
了
し
、
町
管
理
の
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
一
日
も
早

く
完
了
す
る
よ
う
進
め
て
お
り

ま
す
。
水
質
保
全
、
ご
み
の
減

量
化
等
も
進
め
、
よ
り
良
い
自

然
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
事
業
、
高
度
処
理
型

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
、
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
コ
ン

ポ
ス
ト
補
助
事
業
な
ど
も
継
続

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
昭
和
30
年

１
月
１
日
、
布
川
町
、
文
村
、

文
間
村
、
東
文
間
村
、
１
町
３

村
が
合
併
し
て
60
周
年
と
な
る

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
実
行
委
員
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
等
を
つ
く
り
記
念
に
ふ

さ
わ
し
い
事
業
に
つ
い
て
、
住

民
提
案
、
団
体
協
賛
事
業
も
含

め
て
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
ラ

ン
ド
セ
ル
無
料
配
布
事
業
を
始

め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
記
念
事

業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

行
政
の
や
る
べ
き
こ
と
や
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
防

災
対
策
、
子
育
て
環
境
、
教
育
、

高
齢
者
対
策
、
健
康
増
進
、
疾

病
予
防
、
介
護
予
防
、
文
化
の

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
自

然
環
境
の
保
全
、
商
工
業
の
発

展
、
農
業
振
興
、
社
会
資
本
整

備
、
少
子
化
対
策
、
空
き
家
対

策
等
の
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ

ア
し
、
合
併
60
周
年
を
節
目
に

さ
ら
な
る
安
全
、
安
心
、
安
定

し
た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
で

作
り
上
げ
、
こ
の
町
に
生
ま
れ

て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
、
し
か
も

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

に
、
今
年
も
職
員
一
丸
と
な
り

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
と
は
い
え
、
大
寒
に
向

け
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

季
節
性
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
こ
れ
か
ら
流
行
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
お
体
に
十
分
留
意
さ
れ
、
健

康
で
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
、
ま
た
、
新
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
ら
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新

春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
町
議
会
に
対
し
格
別
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
か
ら
60
年
前
の
昭
和
30
年

１
月
１
日
、
旧
布
川
町
、
文
村
、

文
間
村
、
東
文
間
村
の
１
町
３

村
が
合
併
し
、
利
根
町
は
産
声

を
上
げ
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代

か
ら
50
年
代
に
は
、
連
続
的
な

住
宅
団
地
開
発
が
行
わ
れ
、
純

農
村
の
町
か
ら
現
在
へ
と
大
き

な
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
化
と
が
相
ま
っ
て
、
町
は

高
齢
化
が
進
展
し
、
町
政
の
舵

取
り
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
本
年
１
月
１

日
、
町
制
施
行
60
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
の
歴
史
と
伝

統
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
た

ち
に
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

政策提言ができる町議会

町
議
会
議
長

　
井 

原
　
正 

光

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
付
託
を
受
け

た
我
々
議
員
一
同
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
昨
年
２
月
に
起
き

た
約
半
世
紀
ぶ
り
の
記
録
的
な

積
雪
に
始
ま
り
、
夏
の
豪
雨
に

よ
る
広
島
市
の
土
砂
災
害
、
９

月
の
御
嶽
山
噴
火
、
11
月
の
長

野
県
北
部
地
震
な
ど
、
近
年
の

異
常
気
象
と
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
し
、
防
災
対
策
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
た
年
で
し

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
人
３
名

の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
や

群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
が
世
界
遺
産
に
、
ま

た
「
和
紙　

日
本
の
手
漉
き
和

紙
技
術
」
が
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
に
お
い
て
は
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
そ
の
ご
意
見
一
つ
一
つ
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
政
策
が

大
き
く
転
換
し
て
い
く
中
で
、

低
迷
す
る
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
関

係
機
関
や
団
体
と
連
携
・
協
議

し
て
い
く
農
業
活
性
化
特
別
委

員
会
の
設
置
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
て
い
く
使
命
を
背
負
い

な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
下
で
、
行
政

と
の
立
場
や
機
能
の
違
い
を
踏

ま
え
、
常
に
緊
張
あ
る
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
町
民
の
意
思
を

反
映
し
た
行
政
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
こ
と

が
我
々
の
役
目
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
議
会
は
、
町
政
の

一
端
を
知
る
絶
好
の
場
で
あ
る

と
い
う
事
を
多
く
の
人
に
発
信

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
、
町
制
施
行
60
年
の
節

目
を
迎
え
、
先
人
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
自
然
豊
か
な
我
が
ま

ち
を
、
さ
ら
に
明
る
く
、
住
み

よ
い
ま
ち
と
し
て
進
展
さ
せ
、

次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
議
員
一
人
一
人
が
自
ら

の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な

議
会
、
開
か
れ
た
議
会
と
な
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
町
議
会
の

活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
な

が
ら
、
町
政
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
実
り
あ
る
飛
躍
の
年
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

利
根
町
議
会

　

議　

長 

井　

原　

正　

光

　

副
議
長 

若　

泉　

昌　

寿

石　

山　

肖　

子

新　

井　

邦　

弘

花　

嶋　

美
清
雄

船　

川　

京　

子

守　

谷　

貞　

明

坂　

本　

啓　

次

白　

旗　
　
　

修 

高　

橋　

一　

男

今　

井　

利　

和

五
十
嵐　

辰　

雄
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第47回衆議院議員総選挙・茨城県議会議員一般選挙の結果
　衆議院解散に伴う第 4 ７回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査と任期満了に伴う茨城県議会
議員一般選挙が、昨年１２月１４日（日）に行われ、即日開票されました。
　利根町における投票および開票結果は、次のとおりです。
【有権者数】
・衆議院小選挙区 

 （在外を含む）１４，７５０人
・衆議院比例代表  

（在外を含む）１４，７５０人
・国民審査 １４，７３４人
・茨城県議会議員 １４，６３２人

【投票率】
・衆議院小選挙区� ６０. ２５％
・衆議院比例代表� ６０. ２５％
・国民審査� ５９．５０％
・茨城県議会議員� ６０．３６％

【投票数者】
・衆議院小選挙区 ８，８８７人
・衆議院比例代表 ８，８８７人
・国民審査 ８，７６６人
・茨城県議会議員 ８，８３２人

衆議院議員小選挙区選出議員（茨城県3区）　開票結果

衆議院議員比例代表選出議員（北関東ブロック）　開票結果　【定数２０】（届出順）

茨城県議会議員取手市選挙区一般選挙　開票結果

　 候　補　者　名 政　党　名 茨城県３区における得票総数 左のうち利根町における得票数
当 は　 な　 し　 康　 弘 自由民主党 １２０，５００票 ４，６７５票
　 石　 井　 あ　 き　 ら 維新の党　 ５５，１０３票 ２，５６７票
　 小　 林　 きょ う  子 日本共産党　 ３３，４６５票 １，３７７票

有　 効 　得　 票 　数 ２０９，０６８票 ８，６１９票
無　 効　 投　 票　 数 ７，４５７票 ２６８票

 投 　 票 　 総 　 数 ２１６，５２５票 ８，８８７票

　 候　補　者　名 政　党　名 利根町・取手市に
おける得票総数

左のうち利根町
における得票数

当 中 村 お さ む 自由民主党　 １７，８９１.546 票 ２，３５５票
当 川 口 ま さ や 無所属　 １１，２４７　　票 ２，９０５票
当 上 野 た か し 日本共産党　 ８，６４１　　票 ８８４票
　 竹原だいぞう 無所属　 ８，６０２　　票 ８１６票

　 細 谷 の り お 東海第２原発の
再稼働を止める会 ６，６００　　票 １，０４６票

　 こ じ ま 吉 浩 無所属　 ３，６４２　　票 ４００票
　 谷 口　 治 無所属　 １，７１０.453 票 １５９票

有　効　投　票　数 ５８，３３４　　票 ８，５６５票
無　効　投　票　数 １，９９１　　票 ２６７票
投  　票 　 総 　数 ６０，３２５　　票 ８，８３２票

◎問い合わせ先　　利根町選挙管理委員会（総務課内）　℡６８－２２１１（内線５０２）

△開票作業会場

※小数点以下は、按分の端数

政　党　名 北関東ブロックにおける得票総数 左のうち利根町における得票数 当選人数
民主党 １，０４９，６０２票 １，２５３票 ４人
維新の党 ８１６，０１４票 １，６００票 ３人
次世代の党 １６７，６３２票 １７５票 ―
自由民主党　 ２，０３４，５８６票 ３，１００票 ８人
日本共産党 ６８６，８９３票 ９９６票 ２人
生活の党 １３１，０１３票 ２０７票 ―
公明党 ８６８，１０２票 １，１４８票 ３人
幸福実現党 ２４，９８９票 ３４票 ―
社会民主党 １０９，０３８票 １５７票 ―

有　効　投　票　数 ５，８８７，８６９票 ８，６７０票
無　効　投　票　数 ２１７票
投  　票  　総 　数 ８，８８７票
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国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国

民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
３
つ

の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す

老
齢
基
礎
年
金

②
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す

障
害
基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、
子
を
支

え
ま
す 

遺
族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
仲

間
入
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世

代
が
納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者

の
方
の
年
金
を
負
担
す
る
と
い

う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支

払
い
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の
み
）、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
30

歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 
 

 

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
～

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
昨
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
２
月

上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ

い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。  

▽
問
い
合
わ
せ
先�

控
除
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

℡
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５

５
５　

０
５
０
か
ら
始
ま
る

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
℡
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
４
４�

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
３
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

１
月
５
日（
月
）
～
３
月
16

日（
月
）

▽
受
付
時
間

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と

な
っ
た
時
に
「
追
納
制
度
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課　

国
民
年

金
係　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
３
６
）

土
浦
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課　

℡
０
２
９

－

８
２
４

－

７
１
２
１

20
歳
に
な
っ
た
ら

国　

民　

年　

金

心
身
に
障
害
が
あ
る
方
へ

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

月
曜
日
～
金
曜
日
：
午
前
９

時
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除

く
）、
日
曜
日
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

茨
城
県
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
障
害
等
級
や
自
動
車
の
所

有
者
等
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
は
、
障
害
が
あ
る
方

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に

係
る
自
動
車
税
お
よ
び
自
動
車

取
得
税
を
減
免
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
は
管
轄
の
県
税
事

務
所
に
お
い
て
年
間
を
通
じ
て

受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

左
記
の
日
程
で
お
住
ま
い
の
市

町
村
等
に
減
免
申
請
の
受
付
窓

口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
受
付
日
時

２
月
20
日（
金
）、
３
月
20

日（
金
）　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

○
受
付
場
所

　

役
場
福
祉
課　

相
談
室　

（
注
）
新
車
、
中
古
車
新
規
登

録
に
係
る
減
免
や
自
動
車
取
得

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登
録

日
か
ら
30
日
以
内
に
管
轄
の
水

戸
ま
た
は
土
浦
県
税
事
務
所
自

動
車
税
分
室
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
必
要
な
書
類

・
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
認
印

可
）

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
（
コ

ピ
ー
可
・
免
許
証
両
面
）

・
自
動
車
の
車
検
証
ま
た
は
納

税
通
知
書

・
生
計
を
一
に
す
る
こ
と
を
示

す
書
類
（
住
民
票
等
）

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
手
続
き

に
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
左
記
の
県
税
事
務
所
ま

で
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第

三
課　

℡
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

茨
城
県
総
務
部
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.ibaraki

.jp/bukyoku/soum
u/zei

m
u/zeim

u.htm
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　農業所得の『収支内訳書』を作成し毎年役場で申告されている方へ

税務署からのお知らせ

●農業所得の申告は、収支計算による「収支内訳書」の添付が必要なため、一般の方より相談時間が長く
なります。収入や必要経費の計上方法および減価償却費の計算などでよくわからない方は、申告期間中
は大変混雑しますので、ぜひその前に必要書類を持参して相談ください。

■「申告に必要なもの」のほかに、伝票・領収書・農産物の数量等の集計した「収支内訳書の下書き書」
をお持ちください。

　農業所得に関係する伝票（出荷伝票）や領収書を保存して、帳簿などに記帳し、集計することが必要です。
平成 26 年分の申告書をスムーズに記入できるよう、お早めに「収支内訳書」の作成の準備を進めましょう。

　■収支内訳書を作成するための収支計算には、次のことが必要です。
○販売した農産物等の出荷伝票、請求書、領収書等の記録および保存
○家事消費（自宅用・兄弟親戚等への贈答用）した農産物の数量の記録 
○事業消費（育苗用・農地の借地料の対価として支払った米等）した農産物の数量の記録
○年末に在庫（未販売・未消費）となった農産物、肥料、農薬、諸材料等の記録
○経費の領収書・請求書等の保存および記録

　■その他、収支計算には、次のことも確認しておきましょう。
○昨年申告した「申告書の写し」と「収支内訳書の写し」の確認
○減価償却資産（農機具や倉庫）の「取得年度・取得価額」および「耐用年数」ならびに「償却率」

の確認

　平成 25 年分から平成 49 年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告お
よび納付をすることとされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に 2.1％の
税率を掛けて計算した金額です。

－平成26年分所得税および復興特別所得税ならびに個人事業者の消費税および地方消費税の確定
申告用紙の送付について－
　確定申告用紙は、１月下旬に送付する予定です。
　なお、前年の申告方法または申告内容によっては、①確定申告用紙に替えて、ｅ－Ｔａｘの利用
者識別番号、予定納税額等を記載した「お知らせはがき（通知書）」が送付される場合、または②
確定申告用紙もお知らせはがき（通知書）も送付されない場合があります。

１　復興特別所得税

※確定申告や税に関するお問い合わせはこちらへ
・役 場 税 務 課　℡６８－２２１１（内線２６２・２６４・２６５）
・竜ケ崎税務署　℡０２９７－６６－１３０３（自動音声案内）〒 301-8601　龍ケ崎市川原代町 1182-5

２　申告書発送対応

⑤　増改築の場合は、建築確認済証の写し、検査済証の写しまたは増改築等工事証明書
⑥　補助金等の交付を受ける場合は、その額を証する書類もしくはその写し
⑦　住宅取得等資金の贈与の特例を受けた場合は、その額を証する書類もしくはその写し
❽　長期優良住宅建築等計画の認定通知書の写し　
❾　住宅用家屋証明書の写し、または認定長期優良住宅建築証明書
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平成２６年分の所得税の『還付申告』は、事前に相談を受け付けいたします！

　平成 26 年分の所得税の確定申告期間は、２月 16 日（月）から３月 16 日（月）までとなっておりますが、
下記の表の内容で申告をされる方を対象に、事前の申告相談をお受けいたします。なお『青色申告の方』
や『申告分離課税のもの、損失の繰越し、財産の贈与』などを含む申告相談は、役場では受け付けできま
せんのでご注意ください。
●受付時間　　午前９時～11時　午後1時～3時　　●受付場所　　役場（１階多目的ホール）

　所得税が源泉徴収されている給与所得の方　と　年金所得の方で申告をされる方へ

　新たに『住宅借入金等特別控除（認定長期優良住宅を含む）』を受ける方へ

■申告に必要なもの
※税務署では、1月５日（月）から所得税の還付申告を受け付けています。

●所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、所得税が源泉徴収されている年金所得の方を対象に、下
記のような場合は確定申告の相談を受け付けします。　　　
①給与所得のみの方で、給与所得の年末調整内容の変更を生じて申告が必要な場合
②給与所得のみの方で、給与収入が 103 万円以下で所得税が源泉徴収されていて申告で還付を受ける場合
③給与を２カ所以上から受けている場合
④年金所得のみの方や、給与所得と年金所得の双方ともある方で、所得控除（社会保険料、小規模企業共済等掛金、

生命保険料、地震保険料、寡婦寡夫、障害者、配偶者、扶養、雑損、医療費、寄附金、などの控除）の申告を
される場合

⑤年金を２カ所以上から受けている場合

●「医療費控除」を申告される方については、本人や生計を一にする配偶者その他の親族のために、平成
26 年１月１日から平成 26 年 12 月 31 日までに実際に支払った医療費があるときは、申告することによ
り所得税が還付される場合がありますのでご相談ください。

■「申告に必要なもの」のほかに、医療費の領収書（原本）と、健康保険や生命保険契約等で補てんされ
る金額がある場合は補てんされる金額のわかるものをお持ちください。
※医療費控除額の計算方法

●平成 26 年中に住宅ローン等を利用してマイホームの新築、購入、増改築等を行い、居住の用に供した
場合、一定の要件に当てはまれば『住宅借入金等特別控除』を受けることができます。

■「申告に必要なもの」と併せて、次の①～⑦までの書類もお持ちください。なお、認定長期優良住宅
の控除を受ける場合は❽、❾も必要になります。
①　住民票　　②　住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　
③　売買（請負）契約書の写し　　④　登記事項証明書　

①印鑑（認め印）　　②所得の源泉徴収票 (原本 )　　③申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
④国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険税、介護保険料の支払額がわかるもの　　
⑤生命保険料・地震保険料等の控除証明書　　⑥医療費控除・住宅借入金等特別控除に必要な書類

※利根町以外に居住している方を、扶養親族として申告する場合は、その方の『住所・氏名・生年月
日』をご記入いただきます。

期　　日 申　　　告　　　内　　　　容
２月　９日（月）
２月１０日（火）
２月１２日（木）
２月１３日（金）

・所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、年金所得の方で申告をされる方
・給与所得の方と年金所得の方で、新たに『住宅借入金等特別控除』を受ける方
・農業所得の『収支内訳書』を作成して毎年役場で申告されている方
・東日本大震災により住宅や家財などに被害を受け、雑損控除の申告をされる方

その年中に
支払った医療費

保険金などで
補てんされる金額

医療費控除額
（最高 200 万円）

10 万円または所得金額の５％
（どちらか少ない額）
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利
根
町
で
は
、
平
成
27
・
28

年
度
町
発
注
の
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、

物
品
買
入
等
・
役
務
の
提
供
を

希
望
す
る
業
者
の
「
利
根
町
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕

２
月
２
日（
月
）
～
３
月
２

日（
月
）

〔
提
出
方
法
〕

郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ

る
も
の
の
み
受
け
付
け
し
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
受
け
付

け
し
ま
せ
ん
）

○
郵
送
先

〒
３
０
０

－

１
６
９
６
（
住

所
不
要
）
利
根
町
役
場　

企

画
財
政
課　

検
査
係
へ

・
利
根
町
内
業
者
は
持
参
も
可

と
し
ま
す
が
、
受
け
付
け
時

の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）　

○
受
付
場
所　

利
根
町
役
場

　

３
階
企
画
財
政
課

※
提
出
書
類
に
は
、
必
ず
返
信

用
の
定
形
封
筒
（
宛
名
明
記
、

82
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
受
理
書
（
ま

た
は
不
受
理
の
通
知
）
を
送
付

し
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕

◆
建
設
工
事

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

【
町
様
式
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）ま
た
は
全
国
統
一
様
式
】

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

【
町
様
式
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）ま
た
は
全
国
統
一
様
式
】

◆
物
品
買
入
等
・
役
務
の
提
供

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

【
町
様
式
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）ま
た
は
全
国
統
一
様
式
】

※
そ
の
他
の
添
付
書
類
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
提
出
要
項
を
確

認
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
提
出
要
項
は
、
企
画

財
政
課
で
取
得
さ
れ
る
か
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
）。

※
期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場

合
は
、
平
成
27
・
28
年
度
に
お

け
る
入
札
参
加
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課　

検
査
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
１
１
）

平
成
27
・
28
年
度

『
入
札
参
加
資
格
申
請
』

を
受
け
付
け

※１　基準総所得額＝前年の総所得金額等－基礎控除 33 万円
　　　なお、所得の申告がない場合は、基準総所得額 901 万円超とみなします。
※２　過去 12 カ月の間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目からの限度額です。

　高額療養費は、同じ人が同じ月に同じ医療機関に支払った際の自己負担限度額で計算されます。入院と外来
および医科と歯科はそれぞれ別計算になります。途中で保険の種別が変更になった場合も別計算となります。
また、入院時の差額ベッド代、食事代、および保険外診療は対象外です。
◎問い合わせ先　　役場保険年金課　国民健康保険係　　℡６８－２２１１　（内線 255・256）

　１カ月に支払った医療費の一部負担金が自己負担限度額を超えた場合、超えた分が「高額療養費」として支
給されます。
　平成 27 年 1 月より 70 歳未満の方の高額療養費の限度額が、下記のとおり変更となります。 

●70歳未満の方の自己負担限度額（月額）
≪平成26年12月まで≫

区　分 所　得　要　件 年３回目まで 年４回目以降※２ 区分
上位所得 基準総所得額※１ 600 万円超 150,000円＋（総医療費－500,000円）×１％ 83,400 円 Ａ
一 般 基準総所得額 600 万円以下  80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 44,400 円 Ｂ
低 所 得 住民税非課税  35,400円 24,600 円 Ｃ

所　得　要　件 年 3 回目まで 年４回目以降 区分
基準総所得額　901 万円超 252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％ 140,100 円 ア
基準総所得額　600 万円超 901 万円以下 167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％ 93,000 円 イ
基準総所得額　210 万円超 600 万円以下  80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 44,400 円 ウ
基準総所得額　210 万円以下  57,600円 44,400 円 エ
住民税非課税  35,400円 24,600 円 オ

1月からの高額療養費制度の自己負担限度額が変更になります

≪平成27年１月以降≫



平成 27 年１月（№ 610）９

龍 ケ 崎 地 方 塵 芥 処 理 組 合 の 財 政 状 況

　

５
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で

に
、
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
、
物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
そ

の
他
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者
と
決
定
さ
れ

た
方
以
外
は
、
原
則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
塵

芥
処
理
組
合
の
入
札
や
見
積
も
り
に
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
必
ず
資
格
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）～
２
月
27

日（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
受
付
場
所　

龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合

　

総
務
課
庶
務
係

○
申
請
書
類
等

詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
引
き
は
、
組
合
窓
口
ま
た
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

龍
ケ
崎
地

方
塵
芥
処
理
組
合　

総
務
課　

庶
務
係

〒
３
０
１

－

０
８
０
１　

龍
ケ
崎
市
板
橋

町
４
３
６
番
地
２

℡
０
２
９
７

－

６
０

－

１
７
７
７

ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
０

－

１
７
７
８

ｅryujin-soum
u@

bz03.plala.or.jp

ＨＰhttp://business2.plala.or.jp/ryujin/

平
成
27
・
28
年
度
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥

処
理
組
合
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
け
付
け
を
し
ま
す

　◎問い合わせ先　龍ケ崎地方塵芥処理組合　総務課　℡０２９７－６０－１７７７

平成25年度一般会計決算の状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

項　　　目 決算額（千円） 割合（%） 項　　目 決算額（千円） 割合（%）
分担金及び負担金 1,519,814 48.9 議 会 費 1,690 0.1
使用料及び手数料 153,674 5.0 総 務 費 1,326,705 44.1
財 産 収 入 49 0.0 衛 生 費 1,027,146 34.1
繰 　 入 　 金 0 0.0 公 債 費 653,458 21.7
繰 　 越 　 金 1,301,927 41.9 予 備 費 0 0.0
諸 　 収 　 入 127,564 4.1
国 庫 支 出 金 2,807 0.1

歳 入 合 計 3,105,835 100.0 歳 出 合 計 3,008,999 100.0

平成26年度一般会計上半期(４月～９月)の収入および支出の概要　　　　　　　（単位：千円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

項　　　目 予　算　額 収 入 済 額 項　　目 予　算　額 支 出 済 額
分担金及び負担金 1,128,114 564,057 議 会 費 2,313 72
使用料及び手数料 155,581 73,462 総 務 費 183,780 86,199
国 庫 支 出 金 29,348 0 衛 生 費 1,127,331 250,808
財 産 収 入 65 24 公 債 費 203,101 161,104
繰 入 金 1 0 予 備 費 3,000 0
繰 越 金 20,000 96,836
諸 収 入 81,916 51,193
組 　 合 　 債 104,500 0

歳 入 合 計 1,519,525 785,572 歳 出 合 計 1,519,525 498,183
収 入 率 51.7％ 支 出 率 32.8％

●　組合所有財産の状況
　　土地＝131,347㎡／建物＝19,679.8㎡／車両＝10台／基金積立金＝192,095千円
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龍 ケ 崎 地 方 衛 生 組 合 の 財 政 状 況

　

５
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で

に
、
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
、
物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
そ
の
他

に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者
と
決
定
さ
れ

た
方
以
外
は
、
原
則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
の
入
札
や
見
積
も
り
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
必
ず
資
格
申
請
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）
～
27
日（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
受
付
場
所

　

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合　

総
務
課

○
申
請
書
類

全
国
統
一
様
式
（
国
土
交
通
省
統
一
様
式

可
）
詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
手
引
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合　

総
務
課

〒
３
０
１

－

０
８
０
１

龍
ケ
崎
市
板
橋
町
字
安
台
５
４
２
番
地
１

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１
４
４

ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１
４
５

ｅryu-1144@
m

use.ocn.ne.jp

ＨＰhttp://w
w

w
16.ocn.ne.jp/~ryu-1144/

平
成
27
・
28
年
度
龍
ケ
崎
地
方
衛
生

組
合
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
を
し
ま
す

　◎問い合わせ先　龍ケ崎地方衛生組合　総務課　℡０２９７－６４－１１４４

平成25年度一般会計決算の状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

項　　　目 決算額（千円） 割合（%） 項　　目 決算額（千円） 割合（%）
分担金及び負担金 536,841 66.3 議 会 費 2,607 0.3
使用料及び手数料 26,412 3.3 総 務 費 184,028 23.3
国 庫 支 出 金 100,414 12.4 衛 生 費 484,154 61.3
財 産 収 入 664 0.1 公 債 費 118,902 15.1
寄 　 附 　 金 0 0.0 予 備 費 0 0.0
繰 　 入 　 金 102,371 12.6
繰 　 越 　 金 9,515 1.2
諸 　 収 　 入 33,610 4.1

歳 入 合 計 809,827 100.0 歳 出 合 計 789,691 100.0

平成26年度一般会計上半期(４月～９月)の収入および支出の概要　　　　　　　　（単位：千円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

項　　　目 予　算　額 収 入 済 額 項　　目 予　算　額 支 出 済 額
分担金及び負担金 523,835 261,918 議 会 費 2,938 1,260
使用料及び手数料 25,559 9,995 総 務 費 193,340 94,608
国 庫 支 出 金 80,238 0 衛 生 費 442,427 96,761
財 産 収 入 566 58 公 債 費 118,904 59,451
繰 入 金 119,233 0 予 備 費 2,000 0
繰 越 金 10,000 20,135
諸 収 入 178 199

歳 入 合 計 759,609 292,305 歳 出 合 計 759,609 252,080
収 入 率 38.4％ 支 出 率 33.1％

○　組合所有財産の状況　
　　土地＝32,812㎡／建物＝8,257㎡／車両＝５台／基金積立金＝352,760千円
○　組合債現在高の状況　　一般廃棄物処理事業債＝625,147千円
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平
成
27
・
28
年
度
稲
敷
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
け
付
け
を
し

ま
す

平
成
27
・
28
年
度
茨
城
県

南
水
道
企
業
団
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
し
ま
す

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
で
は
、
５
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で
に
発

注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業

務
、
物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提

供
な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
希
望
者
は
必
ず
資

格
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

２
月
１
日（
日
）
～
３
月
31

日（
火
）（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合　

事
務
局　

管
理
課

〒
３
０
１

－

０
８
３
７

龍
ケ
崎
市
３
５
７
１

－

１

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

３
７

４
１

ＨＰ

http://w
w

w
.inashiki-

kouiki.jp/

　

５
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
４

月
30
日
ま
で
に
、
茨
城
県
南
水

道
企
業
団
が
行
う
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
提

出
す
る
書
類
等
・
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
有
効
期
限　

５
月
１
日
～
平

成
29
年
４
月
30
日

○
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）

　

～
27
日（
金
）

○
提
出
方
法　

　

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

○
申
請
業
種
区
分

建
設
工
事
関
係　

測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係　

物
品
製
造
等
、
役
務
提
供
、

そ
の
他

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
南
水
道
企
業
団　

総

務
課　

庶
務
係

〒
３
０
１

－

０
０
４
２

龍
ケ
崎
市
長
山
１

－

５

－

２

℡
０
２
９
７

－

６
６

－

５
１

３
１

ＨＰhttp://w
w

w
.ibananw

w
.ne.jp

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出
項　　　目 収入済額（千円） 構成比（％） 項　　　目 支出済額（千円） 構成比（％）

分賦金及び負担金 3,271,620 95.7 議 会 費 2,324 0.1
使用料及び手数料 7,517 0.2 総 務 費 128,920 3.8
国 庫 支 出 金 10,551 0.3 消 防 費 3,110,908 92.4
財 産 収 入 72 0.0 公 債 費 125,492 3.7
寄 附 金 0 　－ 予 備 費 0 　－
繰 入 金 6,000 0.2
繰 越 金 27,418 0.8
諸 収 入 11,653 0.3
組 合 債 83,900 2.5

歳　入　合　計 3,418,731 100.0 歳　出　合　計 3,367,644 100.0

　◆特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　計　名 歳　　入 歳　　出 会　計　名 歳　　入 歳　　出

老人ホーム特別会計 110,219 107,040 水防事業特別会計 10,670 10,112

平成26年度上半期（４月～９月）の歳入歳出予算執行状況

会　計　名 予算額（千円）
歳　　　　　入 歳　　　　　出

収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 支出率（％）
一 般 会 計 4,749,989 2,290,879 48.2 1,744,165 36.7
老人ホーム特別会計 113,400 49,102 43.3 46,969 41.4
水 防 事 業 特 別 会 計 9,800 6,676 68.1 2,427 24.8

◎問い合わせ先　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局　管理課　℡０２９７－６４－３７４１

平成25年度決算状況
　◆一般会計

稲敷地方広域市町村圏事務組合の財政状況
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平
成
27
年
度
の
布
佐
駅
東
口

駐
輪
場
の
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
駐
輪
場
を
使
用
中
の

方
も
３
月
31
日（
火
）
で
使
用

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
期
間　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

○
利
用
対
象　

居
住
や
通
勤
先
が
布
佐
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
通
勤

・
通
学
者
な
ど

○
受
付
期
間　

・
１
月
19
日（
月
）～２

月
16（
月
）

○
申
請
方
法　

申
請
書
（
自
転
車
駐
輪
場
管

理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、
１
人
１
台
に
限
り

ま
す
。

○
納
付
方
法　

３
月
初
め
に
郵
送
す
る
納
付

書
に
記
載
の
金
融
機
関
で
、

使
用
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

布
佐
駅
東
口

自
転
車
駐
輪
場
の

定
期
利
用
受
け
付
け
に
つ
い
て

○
定
期
利
用
シ
ー
ル
の
交
付

３
月
25
日（
水
）
～
３
月
31

日（
火
）
の
（
午
前
６
時
30

分
～
午
後
６
時
30
分
）、
４

月
１
日
以
降
は
、
月
曜
日
～

土
曜
日
（
午
前
６
時
30
分
～

午
前
９
時
30
分
）
に
領
収
書

を
管
理
棟
に
持
参
し
、
定
期

シ
ー
ル
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
使
用
料
金　

自
転
車　

年
間
３
７
２
０
円

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

 

年
間
７
３
２
０
円

○
募
集
台
数　

・
自
転
車 

６
０
０
台

・
原
動
機
付
自
転
車 

50
台

○
一
時
使
用　

 

一
時
使
用
さ
れ
る
方
は
、
券

売
機
で
駐
車
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

一
時
使
用
料
（
１
日
）　

自
転
車 

１
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車
２
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法
人　

我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
４

－

７
１
８
８

－

２
３

４
５

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
）

どうする？父親の育児休業
男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？　

パ
ー
ト
⑮

育児休業ってどんな制度？
　近年「男性の育児休業」が注目されるようになりました。急速に進行する少子化を踏まえ、
育児や介護を行う労働者の仕事と家庭の両立をより一層推進するため、育児・介護休業法が改
正され、平成２２年６月３０日（一部については平成２４年７月１日）に施行されました。
　従業員は、事業主に申し出ることにより、子どもの１歳の誕生日の前日まで、原則１回に限り、
育児休業をすることができます。（勤続１年未満の人など、取れないこととされる人もいます）
また、パパ・ママ育休プラス（父母ともに育児休業を取得する場合の休業可能期間が１歳２カ
月に達するまで延長）や出産後８週間以内の期間内に父が育児休業を取得した場合には、特別
な事情がなくても、もう一度育児休業を取得することができる特例もあります。
○性別を問わず、育児休業は誰でも取得できます。
○妻が専業主婦の場合や、妻が育児休業中でも、夫も取得できます。
○育児休業中は、各種経済的支援があります。
取得のタイミングや取得期間は？
　父親が育児休業を取得する場合、どのようなタイミングで、どのくらいの期間取るか、それ
ぞれの家庭の事情や、会社の制度等を勘案して検討する必要があります。「なぜ、育児休業を
取得したいのか」、「産後や復職後の妻にどんなサポートができるのか」など、夫婦で話し合う
ことが大切です。
例えば…　　先輩パパの育児休業取得の仕方について、見てみましょう。
・産後の妻をサポート（家事や上の子の世話を中心に）するため、第２子出産直後から、夫が

３カ月間の育児休業を取得
・「できるだけ早く復帰したい」という妻の希望と、夫の「育児を経験してみたい」という考

えから、第１子の出産後妻が４カ月の育児休業取得後、夫が２カ月の育児休業を取得
＊詳しい情報は「父親のワーク・ライフ・バランス～応援します！仕事と子育て両立パパ」ハ
ンドブックをご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/09.html
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文 小 学 校
やさしく  かしこく  たくましく

教育目標
自ら学び、心豊かに
たくましく生きる子どもの育成

「知」「徳」「体」のバランスのとれ
た児童を育てるために行ってきた活
動の様子を紹介いたします。

なわとび集会

投力アップトレーニング 持久走の練習と大会

なかよしグループ活動 小中連携あいさつ運動

文小祭

食に関する学習

親子ふれあい学習

直接体験活動の充実

授業でのＩＣＴ活用 ＩＴサポート授業

「読書」「基礎」の時間

複数教員での算数指導

表現力を伸ばす授業

校内ノート展、ノート指導

思考力や表現力を伸ばすため、授業
の工夫と改善に取り組んでいます。

体育的行事と組み合わせて、日常的
に運動に取り組んでいます。

児童相互の人間関係を育む
活動を取り入れています。

体験型の多様な教育活動を
行っています。

ＩＣＴ機器を活用した教育
活動を行っています。

学力の向上

体力の向上

思いやりの教育

　創立 126 年を迎え
た 本 校 で は「 明 る
く、楽しく、一人一
人が輝く学校生活の
構築」を目指し、全
教職員で子ども達の

「知」「徳」「体」の
向上に取り組んでま
いります。

特色ある教育活動

ＩＣＴ活用の推進
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8 9 10 11 12 13 14

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

15 16 17 18 19 20 21

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

14

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
２月の活動予定２月の活動予定２月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」は無料です）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

ウオーキング
午前８時 30 分～正午
（利根町公民館）
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

22 23 24 25 26 27 28

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行いましょう。
☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワイ くらぶ　クラブハウス」、
「利根町生涯学習センター」、「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動場所（早朝の太極拳とウオーキ
ングは除く）で行っておりますので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２



平成 27 年１月（№ 610）15

とね子育て支援センターって

　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。また、子供同士のたくさんの遊びや、ふれあい体験の場にもなっています。
担当保育士とのたわいのないおしゃべりもおすすめです。（*^_^*）
　面倒がらずに、ぜひ出掛けてきてください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先　
とね子育て支援センター（文間保育園内）
　℡６８－３１９４ 　FAX ６８－９２２９
※案内の手紙は、利根町役場の福祉課・住

民課前のお便りBOXにも入っています。

＊＊２月の予定＊＊
◎とね子育て支援センターの活動は、通

常は文間保育園内にて、月曜日～金曜
日に行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです。）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セ

ンターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参して

ください。
３ 火 すっきりサロン
５ 木 出前講座あります
９ 月 ４さいくらぶ
10 火 すくすく
12 木 よちよち
17 火 羽根野「なのはな」支援
18 水 ワイワイサロン（Ｐ19参照）　　
19 木 地域別（布川全般・四季の丘）

20 金 地域別
（文・文間・東文間・もえぎ野台）

23 月 赤ちゃん＆マタニティさん
25 水 ４さいくらぶ　　　
26 木 ねんね
27 金 にこにこ広場＆しゃべランチ

保育園の開放（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩して

くださってもかまいません。
■お孫さんを見ていらっしゃる祖父

母の方もご利用ください。

にこにこ赤ちゃん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　　　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊びを楽
しんでください。小さいからこその
大変さをお母さん同士、分かち合っ
てください。

にこにこ広場
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子

　みんなであいさつを
済ませてから園庭およ
び室内で好きな遊びを
楽しんでください。最
後に保育士の紙芝居や
絵本の読み聞かせなど
もあります。

しゃべランチ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

ひとがたくさん来ると嬉しいな

つつき合ったり、なでなでしたり

　ふれあいっこあそびしよう

じこに気をつけて遊びに来てね
　今年もよろしくお願いします

すっきりサロンへどうぞ  午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだお友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人きりで過ごされているお母さんや、

おばあちゃん
○ちょっと話をしたい、話を聞いて欲しいという親子の方など、思い

切って一度出掛けてみませんか？おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。お気軽にどうぞ

年齢別サークルの対象年齢
４さいくらぶ：すくすく以上で未就園のお子さん
すくすく：平成 23 年４月～平成 24 年３月生まれ
よちよち：平成 24 年４月～平成 25 年３月生まれ
ね ん ね：平成 25 年４月～平成 25 年 12 月生まれ
赤ちゃん：平成 26 年１月生まれから
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねん

ねの日に遊びに来て、お母さんたちや小
さいお子さんたちとふれあってください。

活動場所について
５日（木）利根町生涯学習センター２Ｆ
＊詳細につきましては、お問い合わせください。
19 日（木）利根町民すこやか交流センター２Ｆ
20 日（金）利根町生涯学習センター２Ｆ

△よちよちの日（利根町生涯学習センターにて）
　年齢別のサークルも時々外に出て集まるこ
とがあります。場所が変わるとまた違った面
白さが味わえます。
　よちよちのみんなもだいぶ人や場所に慣れ
てきました。この後みんな元気に帰っていき
ました。

△ねんねの日
　最近は、ねんねの年齢のお友達も増え、
にぎやかになりました。足つきもしっかりして
きてあちこち好きな所に移動ができてとても
楽しそうです。写真は、みんなでふれあい遊
びをしているところです。
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町の話題

秋
の
園
遊
会
に

　

遠
山
町
長
が
招
待

さ
れ
ま
し
た

第
28
回
国
保
カ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
31
回　

利
根
町
長
杯

争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
開
催
さ
れ
る

「
第
18
回
日
本
健
康
福
祉

政
策
学
会
学
術
大
会
」�に

利
根
地
固
め
唄
を
披
露

し
ま
し
た

　

天
皇
、皇
后
両
陛
下
が
東
京
・

港
区
の
赤
坂
御
苑
で
主
催
さ
れ

る
「
秋
の
園
遊
会
」
が
昨
年
11

月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
遠
山
町

長
夫
妻
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
遊
会
に
は
、
各
界
の
功
労

者
や
国
会
議
員
、行
政
関
係
者
、

そ
の
配
偶
者
ら
大
勢
の
方
々
が

出
席
さ
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
招
待
に
際
し
、
遠
山
町
長

は
「
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と
で

あ
り
、
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼

　

昨
年
11
月
４
日（
火
）、
利
根

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
利
根
町

主
催
に
よ
る「
第
28
回
国
保
カ
ッ

プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
通
じ
て
、
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
、
自
ら
の
健
康
管

理
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
９
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分

発
揮
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

△

会
場
の
赤
坂
御
苑
に
て

△宮内庁から送られて
　きた招待状

△

試
合
終
了
は
、
お
互
い
固
い
握
手
を
！

△
優
勝
し
た
椚
木
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

△

発
表
を
す
る
文
間
小
４
年
生
の
児
童

と
保
存
会
会
員
の
皆
さ
ん

△

大
会
の
様
子

を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

さ
わ
や
か
会　

準
優
勝　
　

栄
寿
会　

　

昨
年
11
月
９
日（
日
）、
利

根
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
第

31
回
利
根
町
長
杯
争
奪
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
７
市
町
村
よ
り
11
チ
ー

ム
を
招
待
し
、
12
チ
ー
ム
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
て
熱
戦
の

末
、
大
会
３
連
覇
と
な
る『
椚く

ぬ

木ぎ

ク
ラ
ブ
（
取
手
市
）』
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果

優　

勝

椚
木
ク
ラ
ブ
（
取
手
市
）

準
優
勝

北
竜
台
ク
ラ
ブ
（
龍
ケ
崎
市
）

第
３
位

龍
ケ
崎
ク
ラ
ブ
（
龍
ケ
崎
市
）

並
木
ク
ラ
ブ
（
我
孫
子
市
）

　

昨
年
11
月
23
日（
日
）
に
阿

見
町
の
茨
城
県
立
医
療
大
学
に

て
「
第
18
回
日
本
健
康
福
祉
政

策
学
会
学
術
大
会
」
が
開
催
さ

れ
『
地
域
伝
統
芸
能
』
の
時
間

に
文
間
小
学
校
４
年
生
の
児
童

と
利
根
地
固
め
唄
保
存
会
が
参

加
し
、
息
の
あ
っ
た
演
技
を
元

気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
一
生
懸
命
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

△試合前の始球式
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利
根
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
男
子
）
優
勝

利
根
町
国
際
交
流
会

活
動
報
告

17

△

利
根
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

△

布
川
フ
レ
ン
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

△

国
際
文
化
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
記

念
写
真

　

第
42
回
茨
城
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
茨
城
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
、
茨
城
県
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
、
茨
城
新
聞
社
主

催
）
が
、
昨
年
11
月
22
日（
土
）

～
24
日（
月
）
に
茨
城
県
立
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
笠
松
総
合

運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

予
選
を
勝
ち
進
ん

だ
男
子
参
加
チ
ー

ム
26
チ
ー
ム
、
女

子
32
チ
ー
ム
に
よ

り
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
利
根
町

か
ら
は
、
男
子

チ
ー
ム
「
利
根
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」
と
女
子

チ
ー
ム
「
布
川
フ

レ
ン
ズ
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」

が
参
加
。
利
根
ス

ポ
少
男
子
チ
ー
ム

は
第
１
・
２
回
戦

と
勝
ち
進
ん
で
い

く
う
ち
に
メ
ン
バ

ー
の
意
識
が
高
ま

り
「
勝
利
」
へ
の

こ
だ
わ
り
で
決
勝

　

昨
年
10
月
５
日（
日
）、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
、
流
通

経
済
大
学
、
筑
波
大
学
の
留
学

生
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
10
名
、

メ
ン
バ
ー
と
一
般
参
加
者
合
わ

せ
て
27
名
が
参
加
し
、
国
際
文

化
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
な
い

ま
し
た
。
行
き
先
は
栃
木
県
足

利
市
の
日
本
最
古
の
学
校
と
し

て
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る

足
利
学
校
跡
で
、
一
行
は
ガ
イ

ド
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
９
日（
日
）
に
は
、

流
通
経
済
大
学
、
筑
波
大
学
留

学
生
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
を
開
催
し
、
６
名
の
留
学
生

（
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、中
国
出
身
）

が
３
軒
の
お
宅
に
訪
問
し
、
昼

食
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
山
口
さ

ん
は
、
中
国
の
留
学
生
２
名
を

受
け
入
れ
、
昼
食
後
に
ト
ラ
ン

プ
と
オ
セ
ロ
に
興
じ
ま
し
た
。

二
人
と
も
神
経
衰
弱
、
バ
バ

抜
き
、
七
並
べ
、
ダ
ウ
ト
、
オ

セ
ロ
を
今
ま
で
し
た
こ
と
が
無

く
、
私
も
息
子
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
と
の
こ
と
で
し
た
。

進
出
。
決
勝
で
は
、
藤
代
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
戦
い
66
対
31
で
見
事

優
勝
、
県
内
１
１
３
チ
ー
ム
の

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
選
手
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
、
鈴す

ず

木き

虎こ
う

雅が

選

手
（
布
川
小
６
年
生
）「
勝
ち

た
い
！
と
い
う
気
持
ち
で
一
丸

と
な
っ
て
、
プ
レ
ー
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」、
濱は

ま

田だ

涼り
ょ
う

平へ
い

選

手
（
文
小
６
年
生
）「
力
強
い

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
守
り
き
れ
た

と
思
い
ま
す
」、
木き

俣ま
た　

陵り
ょ
う

選

手
（
文
間
小
６
年
生
）「
今
ま

で
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
し
て

き
た
の
で
、
結
果
を
出
せ
て
う

れ
し
い
で
す
」。

　

女
子
の
布
川
フ
レ
ン
ズ
ス
ポ

少
も
県
内
屈
指
の
強
豪
、
龍
ケ

崎
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
初
戦
を
制

し
、
２
回
戦
に
も
勝
ち
進
み
、

ベ
ス
ト
８
に
輝
き
ま
し
た
。
選

手
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
、
佐さ

川が
わ

朋と
も

花か

選
手
（
布
川
小
６
年
生
）「
次

回
の
全
国
大
会
に
向
け
て
、
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
全
員
で
が
ん

ば
り
ま
す
」、
杉す

ぎ

山や
ま

優ゆ
う

菜な

選
手

（
布
川
小
６
年
生
）「
チ
ー
ム
一

つ
に
な
っ
て
ベ
ス
ト
８
ま
で
来

ら
れ
て
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
」。

　

優
勝
し
た
利
根
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
１
月
10
日（
土
）
か
ら

始
ま
る
関
東
大
会
（
群
馬
県
）

へ
出
場
い
た
し
ま
す
。
大
会
で

の
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



平成 27 年１月（№ 610） 18

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

聞
い
て
得
す
る

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

の
お
知
ら
せ

節
塩
の
す
す
め

「
第
48
回
も
の
忘
れ
予
防

栄
養
講
座
」開
催
し
ま
す

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
身
近
に

よ
く
あ
る
２
つ
の
お
話
で
す
。

対
処
や
予
防
に
役
立
つ
内
容
を

地
域
の
先
生
が
分
か
り
や
す
く

話
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
お
見

逃
し
な
く
。
年
齢
問
わ
ず
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
15
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
受
け
付
け
午
後
１
時
～
）

▽
場
所　

利
根
町
公
民
館 

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料･

申
し
込
み
不

要
「
排
尿
障
害

－

�
お
し
っ
こ
の
こ
と
で
悩
ん
で

�

い
ま
せ
ん
か
？
」

利
根
町
国
保
診
療
所　

舛ま
す

本も
と　

祥し
ょ
う

一い
ち

先
生

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、

�

な
っ
て
も
楽
し
く
食
べ
歩
く

�

コ
ツ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

筑
波
大
学
附
属
病
院　

総
合
診

療
科

小お

曽ぞ

根ね

早さ

知ち

子こ

先
生

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）
を
減

ら
し
て
、
高
血
圧
や
胃
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

骨粗しょう症検診＆予防教室を同時に行います
　皆さんの骨は元気ですか？あなたの骨密度は、同年齢の人と比べてどうでしょうか？
　今年も骨粗しょう症検診および予防教室を行います。この検診の対象者は節目年齢を迎えた方で
す。この機会に、ぜひ自分の骨密度をチェックしましょう。

申 し 込 み
方 法

受付期間：２月３日（火）～６日（金）
予約時間：午前８時45分～正午・  午後１時～５時
電話予約：利根町保健福祉センター　健康増進係　TEL�68－8291

対  象  者 年度末年齢で（平成２７年３月３１日現在）
４０･４５･５０･５５･６０･６５･７０歳の節目年齢の女性

検診および
予 防 教 室
開 催 日 時

予約人数
15人／回

検診日：２月１９日（木）・２０日（金）

※注意　予約者が少ない場合、２回目の時間帯の検診予約をした方であっても、１回目の時間帯に移
動していただく場合がありますので、ご了承願います。
　健康カレンダーに表示している時間帯より、終了時間を早めるため受付時間を短縮しています。

内容および
所 要 時 間

●検診内容　デキサ法（手首のレントゲン）での検査
●予防教室の内容　１. 元気な骨を作るための食事とは？

２. 骨を作る・骨を支える運動をしてみましょう
３. 皆さんの結果はいかがでしたか？～結果表の見方～

＊　結果が出るまでの間を活用し、骨粗しょう症予防教室を行います。検診を受けてから結
果返却までの所要時間は、約１時間半くらいですのでご注意ください。

料      金 １，２００円（生活保護世帯の方は無料となります）
会      場 利根町保健福祉センター

こつ
こつ

１回目（１５名） ２回目（１５名）
受付時間 午前８時４５分～　９時 午前　９時１５分～　９時３０分
検診時間 午前９時    　  ～　９時３０分 午前　９時３０分～１０時
予防教室 午前９時３０分～１０時３０分 午前１０時　　　～１１時

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係　

【
取
手
市
医
師
会
主
催
・
利
根

町
共
催
／
後
援　

茨
城
県
医
師

会
・
茨
城
県
】

①
新
鮮
な
食
材
を
用
い
て
薄
味

で
調
理
す
る

②
汁
物
は
１
日
１
～
２
回
ま
で

に
す
る

③
漬
け
物
は
小
皿
に
と
っ
て
決

め
た
量
だ
け
食
べ
る

④
め
ん
類
な
ど
の
汁
は
残
す

⑤
し
ょ
う
ゆ
や
塩
な
ど
の
調
味

料
を
食
卓
に
置
か
な
い

⑥
塩
分
の
多
い
加
工
食
品
を
食

べ
る
回
数
を
減
ら
す

　

受
講
し
て
い
る
方
は
講
話
や
、

た
く
さ
ん
の
質
疑
の
中
で
、
ご

自
分
の
も
の
忘
れ
の
程
度
を
確

認
さ
れ
た
り
、
予
防
の
た
め
に

は
ど
う
い
う
生
活
が
良
い
の
か

を
勉
強
さ
れ
た
り
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
日
常
生
活

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
当
日
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月
23
日（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　
（
30
分
前
よ
り
受
け
付
け
）

▽
場
所　

利
根
町
公
民
館

▽
内
容

①
午
前
10
時
～
11
時

筑
波
大
学
の
朝
田
隆
教
授
に

よ
る
講
話
「
も
の
忘
れ
予
防

に
つ
な
が
る
認
知
力
ア
ッ
プ

デ
イ
ケ
ア
の
開
発
」

②
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
リ
フ
リ

グ
ッ
パ
ー
体
操
の
体
験
と
紹

介
③
午
前
11
時
15
分
～
正
午

歯
科
衛
生
士
の
藤ふ

じ

田た

智と
も

子こ

氏

に
よ
る
講
話
「
食
べ
る
仕
組

み
と
咀そ

嚼し
ゃ
く

の
大
切
さ
」

目標
1日 8 ｇ未満
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育
児
講
演
会
の
ご
案
内

利
根
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
の
会
員

募
集

　
「
落
ち
着
き
が
な
く
、
買
い

物
に
行
く
に
も
大
変
」、「
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
と
か
ん
し
ゃ

く
を
起
こ
す
」、「
イ
ヤ
イ
ヤ
期

の
対
応
に
困
っ
て
い
る
」、「
子

ど
も
の
し
つ
け
を
ど
う
し
た
ら

良
い
か
」、「
子
ど
も
の
遊
ば
せ

方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど･･･

子
育
て
に
悩
み
は
尽
き
な
い
も

の
で
す
。

　

今
回
、
子
ど
も
の
発
達
を
専

門
に
し
て
い
る
菅か

ん

野の

敦あ
つ
し

氏
（
東

京
学
芸
大
学
教
授
）
よ
り
、
子

ど
も
の
成
長
発
達
と
基
本
的
習

慣
の
大
切
さ
、
遊
び
方
や
関
わ

り
方
等
、
子
育
て
に
大
切
な
こ

と
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

　

子
育
て
が
う
ま
く
い
く
ヒ
ン

ト
が
も
ら
え
る
か
も
！
質
問

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▽
日
時　

２
月
13
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階　

大
広
間

▽
対
象
者

　

１
歳
～
３
歳
ご
ろ
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
保
護
者

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

１
月
19
日（
月
）
か
ら
２
月

６
日（
金
）
ま
で
に
利
根
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

健
康

増
進
係
へ
お
電
話
、
ま
た
は

窓
口
に
て
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

※
託
児
あ
り
（
先
着
順
、
人
数

制
限
あ
り
）

　

こ
の
会
は
、
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
方
々
が
集
ま
り
、
相
互

間
の
交
流
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会

で
す
。

　

協
議
会
で
は
、
み
ん
な
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
日
帰
り
旅
行

を
始
め
、
新
年
会
や
、
カ
ラ
オ

ケ
の
集
い
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
、

の
ん
び
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
１
月
29
日（
木
）
に

新
年
会
を
行
い
ま
す
の
で
「
最

近
、
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
っ

た
」、「
人
と
話
を
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
方
、

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
入
会

希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
人

利
根
町
に
住
所
を
有
す
る
身

体
に
障
が
い
の
あ
る
方

▽
年
会
費 

１
５
０
０
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
事
務
局
（
利
根
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
68

－

８
２
９
１

健 診 ・ 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所

各

種

相

談

日

育児相談 １月14日（水） 午前10時～11時
全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロンも同時開催 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
１月21日（水）
２月５日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による相談
前日までに予約

口腔相談 １月21日（水）
午前9時30分～午後2時30
分のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 １月27日（火）
午後1時～3時30分のうち
の予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ２月10日（火）
午後1時30分～3時のうち
の予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 １月14日（水）
午前10時～
11時

利根町保健福祉センター

サロン・ド・い
ちょう

こころの健康づく
り・居場所

１月15日（木）
午後1時30分
～3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035
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に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

７
５

０
５第

４
回　

議
会
報
告
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

利
根
町
議
会
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
、
よ
り
開
か
れ
た
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、

町
議
会
の
活
動
内
容
を
お
知
ら

せ
す
る
「
議
会
報
告
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
７
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
▽
場
所
：
利
根

町
公
民
館　

１
階
多
目
的
ホ
ー

ル
（
下
曽
根
１
８
７
）
▽
内
容
：

平
成
26
年
議
会
定
例
会
議
案
の

審
議
経
過
と
結
果
報
告

問
役
場
議
会
事
務
局
☎
68

－

２

２
１
１
（
内
線
３
５
１
・
３
５

９
）障

害
者
就
職
面
接
会

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
２
月
５
日（
木
）
午

後
１
時
～
３
時
30
分
（
受
け
付

け
午
後
０
時
30
分
～
）▽
場
所
：

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東し

の
の
め雲
（
つ
く

ば
市
小
野
崎
４
８
８

－

１
）
▽

主
催
： 

茨
城
労
働
局
・
ハ
ロ
ー

20

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

「
ピ
ア
相
談
会
」
の

お
知
ら
せ

　

慢
性
腎
疾
患
の
た
め
長
期
に

療
養
が
必
要
な
お
子
さ
ま
を
子

育
て
中
の
保
護
者
の
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
、
ピ
ア
相
談
員
が

お
聞
き
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を

持
つ
仲
間
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ピ
ア
」
と
は
「
仲
間
」

を
意
味
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
３
日（
火
）
午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時
（
１
件
あ
た
り
の
相
談
時

間
１
時
間
程
度
）
▽
対
象
：
慢

性
腎
疾
患
の
た
め
長
期
に
療
養

が
必
要
な
お
子
さ
ま
を
子
育
て

中
の
保
護
者
の
方
▽
場
所
：
茨

城
県
竜
ケ
崎
保
健
所　

母
子
相

談
室
（
龍
ケ
崎
市
２
９
８
３

－

１
）
▽
申
込
期
限
：
１
月
27
日

（
火
）
ま
で
※
託
児
の
準
備
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問
茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所

健
康
増
進
課
☎
０
２
９
７

－

６

２

－

２
１
７
２

げ
後
に
家
を
買
っ
た
人
、
こ
れ

か
ら
買
う
人「
す
ま
い
給
付
金
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
す
ま
い
給
付
金
」
は
、
消

費
税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
国
土
交
通
省
か
ら
住
宅
購

入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
入
に
応
じ

て
、
最
大
30
万
円
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
給
の
条

件
や
支
給
額
、
申
請
の
仕
方
な

ど
は
「
す
ま
い
給
付
金
」
事
務

局
窓
口
で
確
認
で
き
ま
す
。

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

１
８

６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

ＨＰhttp://sum
ai-kyufu.jp/

ひ
と
り
親
家
庭
で
小
学
校
新

入
学
児
童
に
対
す
る
入
学
祝

品
の
贈
呈
に
つ
い
て

　
（
社
福
）
茨
城
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
か
ら
、
平
成
27
年

度
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
）
の
お
子
さ
ん
に
、
入
学

祝
品
（
学
用
品
）
を
差
し
上
げ

ま
す
。
該
当
児
童
の
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
で
祝
品
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん

の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
保
護
者
名
、
連
絡
先
を

１
月
30
日（
金
）
ま
で
に
役
場

福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係
（
☎
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
３
７
）

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）

定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
で
は
、

精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
保

護
者
や
兄
弟
が
集
ま
り
、
毎
月

第
１
土
曜
日
に
「
家
族
を
支
え

る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
家
族
や
親
族
だ

け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
専
門

家
を
講
師
に
迎
え
、
病
気
や
福

祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
の
ほ

か
、
安
心
し
て
悩
み
を
話
し
合

い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け

る
場
で
す
。
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不

要
、 

開
催
日
、
場
所
に
つ
い
て

は
「
広
報
と
ね
」
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
７
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▽
場

所
：
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町

２
４
４
５
）
▽
対
象
地
区
：
利

根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
そ
の
他
▽
主
催
：
龍

ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か

た
つ
む
り
）

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長　

長
瀬
☎
０
９
０

－

５
４
２
５

－

２
２
３
６

国
土
交
通
省
か
ら
「
す
ま
い

給
付
金
」
の
お
知
ら
せ

　

消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
２
月
２
日（
月
）午
前

９
時
～
午
後
１
時
▽
相
談
内
容
：

借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈

与
の
問
題
、
土
地（
借
地
）・
建

物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交
通

事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相

談
。▽
相
談
受
付
件
数
：
12
件

ま
で（
１
人
20
分
程
度
）▽
相
談

員
：
町
で
委
託
の
弁
護
士
▽
申

し
込
み
方
法
：
相
談
日
前
日
ま

で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
当
日
で
も
受
け
付
け
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
４
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
２
月
８
日（
日
）午
後

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申
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放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年

度
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

▽
出
願
期
間
：
３
月
20
日（
金
）

ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

資
料
請
求

・
問
放
送
大
学
茨
城

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

２

２
８

－
０
６
８
３
ＨＰhttp://

w
w

w
.ouj.ac.jp

常
陽
銀
行
年
金

相
談
コ
ー
ナ
ー

　
「
年
金
？
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

と
だ
わ
・
・
・
」
と
お
考
え
の

あ
な
た
、
い
い
え
！
老
齢
厚
生

年
金
の
一
部
は
、
女
性
の
方
は

60
歳
か
ら
、
男
性
の
方
は
61
歳

か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
社
会
保
険
労
務
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
、
請
求
手
続
き

の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
16
日（
月
）
午

ワ
ー
ク
・
茨
城
県

　

参
加
希
望
す
る
事
業
主
・
障

害
者
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

龍
ケ
崎
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎

☎
０
２
９
７

－

６
０

－

２
７
２

７
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ふ
る
さ
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」

▽
日
時
：
１
月
31
日（
土
）、

２
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）・

21
日（
土
）
全
４
回
、
午
前
10

時
～
正
午
（
初
回　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分
、
３
回
目　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
）
▽
場

所
：
土
浦
市
立
一
中
地
区
公
民

館（
土
浦
市
大
手
町
13
番
９
号
）

▽
内
容
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

自
分
も
ま
ち
も
輝
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
る
講
座
で
す
。

▽
対
象
：
地
域
で
の
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
、
公
民
館
等
で
活

動
し
て
い
る
方
▽
定
員
：
30
名

▽
参
加
費
：
無
料
▽
申
し
込
み
：

電
話
に
て
先
着
順
に
受
け
付
け

（
月
曜
日
休
館
）

申
・
問
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
２
６

－

１
１
０
１

前
10
時
～
午
後
３
時
▽
場
所
：

常
陽
銀
行
利
根
支
店
（
利
根
町

布
川
３
３
３
１
）
▽
内
容
：
年

金
の
お
受
け
取
り
手
続
に
つ
い

て
、
年
金
受
給
に
必
要
な
資
格

期
間
や
年
金
見
込
み
額
に
つ
い

て
、
女
性
の
方
で
60
歳
、
男
性

の
方
で
61
歳
以
降
も
勤
務
す
る

場
合
の
年
金
に
つ
い
て
、
失
業

給
付
を
受
け
た
時
の
年
金
に
つ

い
て
、
加
給
年
金
に
つ
い
て
、

そ
の
他
年
金
に
関
す
る
こ
と
▽

相
談
員
：
社
会
保
険
労
務
士
▽

そ
の
他
：
相
談
は
、
予
約
制
に

な
り
ま
す
。

申
・
問
常
陽
銀
行
利
根
支
店
☎

68

－

２
１
１
２

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

従
来
か
ら
の
ヨ
ガ　

土
曜
／

日
曜
コ
ー
ス
・
健
康
体
操
コ
ー

ス
に
加
え
、
今
回
快
適
な
歩
き

方
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
！

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
！
初
心
者
大

歓
迎
で
す
！

快
適
な
歩
き
方
コ
ー
ス（
新
設
）

▽
日
時
：
毎
月
第
２
火
曜
日
、

午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽
場

所
：
利
根
町
公
民
館
▽
講
師
：

若
林
恵
美
先
生
▽
内
容
：
い
き

い
き
健
康
に
姿
勢
よ
く
、
美
し

く
歩
く
等
▽
費
用
：
月
１
１
０

０
円
、
入
会
金
２
０
０
円　

一

回
の
無
料
体
験
あ
り

問
野
田
☎
68

－

５
１
１
５

と
ね
七
福
神
め
ぐ
り
の

お
知
ら
せ

　

新
春
恒
例
第
23
回
七
福
神
め

ぐ
り
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
１
月
18
日（
日
）
※

雨
天
の
場
合
は
中
止
▽
集
合
場

所
：
利
根
町
公
民
館
駐
車
場
▽

集
合
時
間
：
午
前
８
時
30
分
▽

コ
ー
ス
：
利
根
町
公
民
館
～
布

川　

徳と
く

満ま
ん

寺じ

～
同　

来ら
い

見け
ん

寺じ

～

同　

布
川
神
社
～
羽
中　

応お
う

順じ
ゅ
ん

寺じ

～
立
木　

蛟こ
う

＠も
う

神じ
ん

社じ
ゃ

（
門
の

宮
）
～
同　

円え
ん

明み
ょ
う

寺じ

～
早
尾　

早は
や

尾お

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

～
利
根
町
公
民

館
（
全
約
13
㎞
）
▽
参
加
費
：

３
０
０
円
▽
主
催
：
利
根
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
大
越
☎
68

－

７
８
８
８

花
嶋
☎
０
９
０

－

３
２
４
３

－

５
６
４
５

「
第
13
回　

新
春
書
展
」
の

お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習「
書
を
楽
し
む
会
」

と
し
て
、
柳
田
國
男
記
念
公
苑

に
て
書
の
勉
強
を
重
ね
て
い
る

翠す
い

陽よ
う

会か
い

・
香か

陽よ
う

会か
い

グ
ル
ー
プ
主

催
の
新
春
を
飾
る
書
展
も
、
今

年
で
13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

漢
字
各
古
典
の
臨
書
や
詩
文
・

現
代
書
の
創
作
な
ど
、
日
ご
ろ

の
努
力
の
成
果
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
の
発

表
で
す
。
ま
た
、
テ
ー
マ
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
は
、
童
話
作
家
・

詩
人
と
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
追

い
求
め
、
38
歳
で
早
逝
し
た
宮

沢
賢
治
（
生
誕
１
２
０
年
）
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
ご
来
場
の

上
、
ご
感
想
等
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

▽
会
期
：
１
月
20
日（
火
）
～

28
日（
水
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
28
日
は
、
午
後
３
時
ま

で
）
※
１
月
25
日（
日
）
は
休

館
▽
会
場
：
利
根
町
役
場　

１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
主
催
：
翠

陽
会
・
香
陽
会

問
宮
久
保
☎
68

－

４
５
１
４

早
尾
天
満
宮

初
天
神
の
お
知
ら
せ

　

学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
公

の
御
神
体
を
敬
う
初
天
神
の
日

で
す
。
勉
学
成
就
、
家
内
安
全

に
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
拝
く
だ

さ
い
。
※
温
か
い
甘
酒
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
１
月
25
日（
日
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時
▽
場
所
：

早
尾
天
満
宮
境
内
（
早
尾
74
）

問
早
尾
天
満
宮
氏
子
総
代　

海

老
原
☎
68

－

５
４
８
２

21

募集情報お知らせ！
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利
根
町
国
際
交
流
会

国
際
料
理
交
流
会
参
加
者
を

募
集

　

２
月
８
日（
日
）
に
流
通
経

済
大
学
の
留
学
生
を
講
師
に
招

い
て
、
国
際
料
理
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

講
師
の
ヤ
ン
ジ
ョ
ン
ギ
ュ
さ

ん
は
、
韓
国
出
身
。
今
回
披
露

い
た
だ
く
料
理
は
「
ト
ッ
ポ

ギ
、
チ
ム
タ
ク
、
チ
ヂ
ミ
」
の

３
品
で
す
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
韓
国
出
身
の
留
学
生
（
女

性
）
も
参
加
さ
れ
、
料
理
の
他

に
、
韓
国
宮
廷
料
理
の
紹
介
、

朝
鮮
民
謡
（
ア
リ
ラ
ン
）、
世

界
遺
産
の
紹
介
な
ど
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
参
加
希
望

者
を
募
集
中
で
す
。
料
理
に
挑

戦
し
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
の

参
加
費
用
は
１
０
０
０
円
～

１
５
０
０
円
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
先
着
24
名
）

申
・
問
石
橋
☎
０
９
０

－

７
２

３
９

－

０
７
１
６
ｅtone.ass

ociation.for.i.ex@
jm

ail.pla
la.or.jp利

根
町
図
書
館

映
画
会
の
お
知
ら
せ

「
海
外
特
派
員
」

（
１
９
４
０
年　

ア
メ
リ
カ
）

主
演

　

ジ
ョ
エ
ル
・
マ
ッ
ク
リ
ー　

　

第
２
次
大
戦
直
後
の
オ
ラ
ン

ダ
。
政
府
高
官
の
暗
殺
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
た
新
聞
記
者
の
活

躍
を
描
く
サ
ス
ペ
ン
ス
。

▽
日
時
：
１
月
24
日（
土
）     

午
後
１
時
か
ら
▽
場
所
：
利
根

町
図
書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
▽
入
場
料
：
入
場
無
料

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す

長
年
開
催
し
て
き
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
今
回
の
開
催

で
最
終
回
と
な
り
ま
す

　

利
根
町
消
費
生
活
友
の
会
主

催
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
品
物
を
も
う
一
度

活
用
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
く
の
方
の
出
店
お
よ
び
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
食
品
衛
生
上
お
よ
び

法
律
上
、
販
売
で
き
る
品
物
に

制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
左

記
事
項
を
よ
く
お
読
み
の
上
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
22
日（
日
）
正

午
～
午
後
３
時
▽
会
場
：
役
場

１
階　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
▽
参

加
費
：
５
０
０
円
／
１
店
舗【
約

４
㎡
】（
利
根
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

募集情報お知らせ！

ま
す
）
▽
申
し
込
み
方
法
：
次

の
時
間
帯
に
直
接
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

前
日　

３
月
21
日（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

当
日　

３
月
22
日（
日
）
午
前

10
時
～
11
時

（
前
日
は
受
け
付
け
の
み
行
い

ま
す
。
商
品
の
搬
入
・
設
置
は

当
日
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

▽
出
品
不
可
：
法
律
に
抵
触
す

る
商
品
（
コ
ピ
ー
品
等
）、
自

家
加
工
食
品
（
惣
菜
、
漬
物
、

菓
子
な
ど
自
宅
で
加
工
し
た
も

の
）
※
青
果
や
市
販
商
品
（
未

開
封
品
で
消
費
期
限
等
明
記
の

も
の
）
は
出
品
で
き
ま
す
。
▽

そ
の
他
：
未
成
年
者
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

問
役
場
経
済
課
☎
68

－

２
２
１

１
（
内
線
３
２
４
）

利
根
町
消
費
生
活
友
の
会　

会

長　

寺
沢
☎
68

－

４
１
５
２

      

   

助けてクリー！（栗）　撮影（Ｋ）
絶妙なシャッターチャンス

　

こ
の
講
演
会
は
、
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
町
民
が
お
互

い
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
合
い
、
差
別
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を

築
い
て
い
こ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
18
日（
水
）

　

受
け
付
け　

午
後
１
時
～　

　

開
会　

午
後
１
時
30
分
～　

▽
会
場　

利
根
町
公
民
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

℡
68

－

７
８
８
１

▽
演
題

～
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
～　

ネ
ッ
ト
社
会
で
傷

つ
く
子
ど
も
達
を
守
る
た
め

に
▽
講
師　

石い
し

川か
わ　

結ゆ
う

貴き　

氏

　
（
作
家
）

人
権
問
題
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

『
石
川　

結
貴
』
氏
の
経
歴　

・
静
岡
県
生
ま
れ
。

・
１
９
９
０
年
よ
り
家
族
が
抱

え
る
現
実
、
子
育
て
や
児
童

虐
待
、
教
育
問
題
な
ど
を
テ

　

ー
マ
に
独
自
の
取
材
を
開
始
。

・
収
集
さ
れ
た
「
現
場
発
」
の

声
を
も
と
に
、
家
族
問
題
の

第
一
人
者
と
し
て
果
敢
に
作

家
活
動
を
続
け
ら
れ
、
２
０

　

１
４
年
時
点
で
22
冊
の
著
作

を
刊
行
。

・
希
薄
化
し
た
地
域
社
会
の
中

で
、
孤
立
や
虐
待
に
直
面
す

る
子
ど
も
の
現
実
を
迫
っ
た

『
ル
ポ
子
ど
も
の
無
縁
社
会
』

は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
。

・
短
編
小
説
『
小
さ
な
花
が
咲

い
た
日
』
は
、
７
年
連
続
で

中
学
高
校
入
試
問
題
と
し
て

採
用
。

▽
主
催　

利
根
町
・
利
根
町
教

育
委
員
会

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
０
）

利
根
町
教
育
委
員
会　

学
校

教
育
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
０
２
）

＊
入
場
は
無
料
で
、
一
部
手
話

通
訳
者
も
入
り
ま
す
。

＊
著
作
権
の
関
係
で
、
ビ
デ
オ

撮
影
や
録
音
は
お
断
り
い
た
し

ま
す
。
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ぼうさい　掲示板『自助・共助・公助でつながる防災の和』
○災害直後の行動が人命を救う！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　災害が発生したとき、国・県・町は、災害情報の発信、避難行動の誘導、避難所の
開設、被災者の救出などのほか、生活再建の支援等を行います。これを公助と呼びます。
　しかし、大規模な災害が発生した直後の人命救助に限っては、公助による即時の対応は極めて
困難です。そこで公助の活動が開始されるまでに力を発揮するのが、自助と共助です。　

自　助
自らの身は自ら守ることです。
主に事前の防災対策から、他
人に頼れない発災時に、災害
での命を左右するのは、自助
努力が重要になってきます。

共　助
個人や一家庭の力だけではど
うにもならない状況において
隣近所同士、地域で力を合わ
せ助け合うことです。特に、
発災直後に力を発揮し、避難
や後片付けにも有効です。

公　助
町民の力では、どうにもなら
ない状況での最後の受け皿と
言える存在であり、災害への
対応のほか、生活再建段階で
力になります。

○災害直後の共助の活動が命を救った事例
～阪神・淡路大震災～
　6,400 人以上の死者・行方不明者を出した平成７年１月の阪神・淡路大震災では、地震によって
倒壊した建物から救出され生き延びることができた人の約８割が、家族や近所の住民等によって救
出されており、消防、警察および自衛隊によって救出された人は約２割であった。
～東日本大震災～
　１万 8,500 人以上の死者・行方不明者を出した平成 23 年３月の東日本大震災では、市町村の首
長をはじめ多くの職員が津波によって死亡する等、本来被災者を支援すべき行政自身も大きな被害
を受けたケースもあった。当時、岩手県釜石市内の児童が、自発的に避難したり、また、地域の住
民とともに避難活動を行ったように、地域コミュニティが一緒になって避難をしたり、避難所の運
営をするようなさまざまな自助・共助の事例も見られた。

出典（内閣府ホームページ「平成 26 年版防災白書」一部抜粋）
URL：http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h26/honbun/0b_2s_01_00.html

～長野県北部を震源とする地震（長野県神城断層地震）～
　多くの建物が倒壊し、46 名に上る負傷者（重傷者を含む）を出した平成 26 年 11 月の長野県北
部を震源とする地震では、多数の人が倒壊した建物の下敷きになったにも関わらず、住民同士の助
け合いによる早期救出が行われた結果、奇跡的に死者は一人も出なかった。自治体の防災に詳しい
明治大大学院の中林一樹特任教授は「地方では住民が隣近所と顔見知りで、高齢者がいれば助け合
うという関係が普段からできている。都市部の防災でも見習うべき点がある」と指摘している。
 出典（毎日新聞 2014 年 11 月 24 日 07 時 30 分「長野北部地震 : 要警戒地域の一つ　関連断層を注視」一部抜粋）

普段の生活から自助と共助の意識を！
　「長野県神城断層地震」でわかるように、普段からの意識ひとつで災害時において救われる命の
数が変わってきます。日常では災害に備えた備蓄やハザードマップ等の確認を行うことなどが自
助の一環となります。また、地域でのあいさつの励行や地区のイベント、防災訓練などへの参加
がコミュニケーションを築き上げ、これが共助の基礎となります。

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡ ６８－２２１１（内線５０１）

　各地区においては「自らの身は自ら守る」、
「隣近所、地域一丸となって助け合う」など
自助・共助の意識を高め、自主防災組織の
活動を活発化させること。また、町において
は、関係機関との連携や防災訓練の実施な
ど公助をより強化にしていくこと。これら
が相互に連携することで『自助・共助・公助』
の３助がひとつの和（輪）となり、個の力
が町全体の防災力を高めることになります。

利根町

茨城県防災関係
行政機関

町民
（自助）

事業所自主防災
組織等

自助・共助・公助
の連携

自助・共助・公助
の連携

公助の連携公助の連携 共助の連携共助の連携
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健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

が
ん
の
治
療
、
予
防
、
撲
滅

は
、国
策
と
し
て
、ま
た
グ
ロ
ー

バ
ル
に
も
多
く
の
資
源
が
投
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
何
よ
り

も
、
自
分
自
身
と
家
族
が
罹
患

し
た
場
合
の
痛
切
な
願
い
で
あ

り
ま
す
。

　

中
で
も
、が
ん
の
脳
転
移
は
、

遠
隔
転
移
の
中
で
も
、
治
療
な

く
し
て
は
急
速
に
悪
化
す
る
も

の
と
い
う
、
極
め
て
厳
し
い
認

識
が
一
般
的
で
し
た
。一
方
で
、

放
射
線
治
療
の
手
技
機
器
理
論

の
発
達
は
目
覚
ま
し
く
、
さ
ら

に
化
学
薬
物
療
法
の
進
歩
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

多
く
の
が
ん
に
つ
い
て
、
生
存

率
と
生
活
の
質
に
お
け
る
改
善

が
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
す
。と
こ
ろ
で
、

が
ん
が
脳
に
転
移
し
た
場
合

に
、
脳
表
面
に
近
い
２
～
３
カ

所
ま
で
の
病
変
で
あ
れ
ば
、
開

頭
術
に
よ
る
摘
出
が
可
能
で
す

が
、
深
部
病
変
や
複
数
の
病
変

に
つ
い
て
は
手
術
侵
襲
の
大
き

さ
、
全
身
状
態
に
関
わ
る
全
身

麻
酔
リ
ス
ク
に
よ
り
、
事
実
上

手
術
困
難
な
場
合
が
多
い
の
で

す
。
手
術
に
代
わ
る
治
療
と
し

て
、
従
来
型
放
射
線
照
射
は
広

く
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

と
き
と
し
て
不
十
分
な
効
果
と

放
射
線
脳
障
害
の
リ
ス
ク
に
よ

り
、
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
治

療
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中

で
、
近
年
、
本
邦
に
お
い
て
も

急
速
に
広
ま
っ
た
治
療
が
、
定

位
脳
照
射
治
療
で
す
。
照
射
装

置
の
方
式
に
よ
り
、
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
ナ
イ
フ
、

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
と
い
っ
た
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
共
通
し
た

特
徴
は
、
病
変
部
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
大
線
量
の
照
射
を
適
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
も
の

で
す
。
大
線
量
照
射
で
あ
る
以

上
、
軽
微
な
体
動
、
ま
た
は
臓

器
の
生
理
的
位
置
移
動
に
よ
っ

て
も
周
囲
組
織
に
有
害
な
照
射

効
果
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
治
療

対
象
と
し
て
は
、
頭
蓋
を
固
定

す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
動
く
こ
と
の

な
い
脳
が
最
適
の
も
の
と
な
り

ま
す
。
最
大
10
個
程
度
の
寡
数

個
の
病
変
で
あ
れ
ば
、
手
術
困

難
な
脳
深
部
の
病
変
で
あ
っ
て

も
、
た
だ
１
日
の
照
射
で
完
了

し
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、
数

時
間
の
頭
部
固
定
器
具
の
装
着

を
お
願
い
す
る
だ
け
で
、
手
術

麻
酔
の
侵
襲
リ
ス
ク
、
１
カ
月

に
及
ぶ
従
来
型
照
射
の
手
間
、

抗
が
ん
剤
治
療
に
関
わ
る
副
作

用
等
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
負

担
と
い
え
ま
す
。
が
ん
を
患
う

こ
と
は
人
生
の
一
大
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、
日
進
月
歩
の
医
学

技
術
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
に
は

希
望
を
も
っ
て
治
療
に
専
念
し

て
い
た
だ
け
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

定
位
脳
照
射
と
が
ん
治
療

　

最
近
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

は
、
チ
ャ
ー
ジ
し
た
バ
リ
ュー
（
価

値
）
を
プ
リ
ペ
イ
ド
発
行
会
社

が
保
有
す
る
サ
ー
バ
ー
で
管
理
す

る
タ
イ
プ
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
カ
ー
ド
番
号
だ
け
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
国
際
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ

の
つ
い
て
い
る
お
店
で
、
広
く

利
用
で
き
る
タ
イ
プ
や
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
利
用
で
き
る
電

子
ギ
フ
ト
券
も
あ
り
ま
す
。

事
例
１
「
返
金
保
障
付
き
の
情

報
商
材
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
支
払
っ
た
が
、
広
告
ど
お
り

の
収
入
が
得
ら
れ
な
い
」

事
例
２
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
買
っ
た
品
物
が
偽
物
だ
っ
た

が
返
品
で
き
な
か
っ
た
」

事
例
３
「
言
わ
れ
た
と
お
り
、

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
っ
た
ら
相
手

の
電
子
マ
ネ
ー
に
チ
ャ
ー
ジ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
で
す
。

１　

表
示
や
金
額
を
し
っ
か
り

確
認
し
て
か
ら
支
払
う
。

２　

口
頭
や
メ
ー
ル
で
、
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
番
号
を
伝

え
た
り
言
わ
れ
た
と
お
り
の

番
号
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り
し

な
い
。

　

お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

▽
相
談
窓
口　

役
場
経
済
課

消
費
生
活
相
談
窓
口　

℡
68

－

２
２
１
１
（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４
５

月
曜
日
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！

◆
高
齢
者
の
元
気
な
町
に

　

利
根
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
率
は
約
35
％
と
か
な
り
進
ん

で
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
介
護

認
定
者
の
割
合
は
、
県
内
市
町

村
で
一
番
低
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
元
気
な

高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

　

町
民
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
健

康
な
生
活
を
送
る

元
気
な
高
齢
者
が

増
え
る
こ
と
は
、地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
生
活
に
運
動
を

取
り
入
れ
、
体
調
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
フ

リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操
は
体
力
、

気
力
の
充
実
に
ぴ
っ
た
り
で
手

軽
な
運
動
で
す
。

　

新
年
に
あ
た
っ
て
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

△今年もフリフリで元気に！

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（１月 14日～２月 28日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 １月15日（木）、２月５日（木）・19日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 １月20日（火）、２月３日（火）・17日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 １月14日（水）・28日（水）、２月25日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１
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□
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
会
員
各
位
、
行

政
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご

協
力
に
よ
り
恒
例
と
な
り
ま
し

た
「
町
内
共
通
商
品
券
事
業
」

も
大
変
ご
好
評
を
頂
き
大
き
な

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
町
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

商
工
会
活
動
を
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
は
、
全
国
商
工

会
連
合
会
が
長
年
政
府
に
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
」
が
成
立
し
、

小
規
模
事
業
対
策
が
推
進
さ
れ
、

次
の
４
項
目
の
基
本
計
画
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

①
需
要
の
想
像
掘
り
起
し

②
人
材
活
用
に
よ
る
事
業
の
展

開
推
進

③
地
域
経
済
活
性
化
に
資
す
る

事
業
の
推
進

④
支
援
体
制
の
整
備

　

今
年
は
、
こ
の
４
つ
の
支
援

体
制
に
沿
っ
た
施
策
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
企
業
の
事
業
内
容
に

合
っ
た
支
援
、
振
興
計
画
を
立

て
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
「
ひ
つ
じ
」
年
。

こ
の
年
に
生
ま
れ
た
人
は
心
温

か
く
芯
が
強
く
頑
張
り
屋
さ
ん

が
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

利
根
町
商
工
会
も
基
礎
、
基
本

を
大
切
に
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
行

政
・
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
も
会
員
・
町
民

の
皆
さ
ま
に
と
り
、
輝
か
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

利
根
町
商
工
会

　
　
　
　

会
長　

二
瓶　

公
男

□
利
根
町
駅
伝
大
会
開
催
時
に

お
け
る
地
元
物
産
品
販
売
店

の
出
店
募
集
に
つ
い
て

　

２
月
15
日（
日
）開
催
の「
利

根
町
駅
伝
大
会
」
に
お
い
て
、

地
元
物
産
品
や
、
地
元
食
材
を

使
っ
た
商
品
等
を
、
町
外
か
ら

の
駅
伝
参
加
者
に
町
の
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
て
試
食
・
販
売
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
当
会
に
お
い

て
出
店
者
の
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
、
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

還
付
金
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

（
乾
燥
式
）
を
貸
し
出

し
ま
す

　

最
近
、県
内
の
高
齢
者
宅
に
、

役
所
や
年
金
事
務
所
な
ど
の
職

員
を
装
っ
て
「
医
療
費
や
保
険

料
（
税
）
の
還
付
が
あ
り
ま
す
」

な
ど
、
お
金
が
返
還
さ
れ
る
か

の
よ
う
に
偽
り
、
現
金
を
だ
ま

し
取
る
「
還
付
金
詐
欺
」
の
電

話
が
多
く
か
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

犯
罪
の
手
口

　

役
所
や
年
金
事
務
所
、
税
務

署
等
の
公
共
機
関
を
装
っ
て
電

話
を
か
け
「
税
金
や
医
療
費
等

を
返
還
し
ま
す
」、「
還
付
金
が

あ
り
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

に
誘
導
し
、
言
葉
巧
み
に
操
作

を
指
示
し
て
、
お
金
を
振
り
込

ま
せ
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
役
所
や
年
金
事
務
所
な
ど
で

は
、
還
付
す
る
際
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

ご
本
人
か
ら
の
申
請
書
や
、

役
所
か
ら
の
通
知
が
な
く
、

電
話
だ
け
で
連
絡
す
る
こ
と

も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
還
付
金
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
相
手
の
言
う
事
を
信
用

せ
ず
、
役
所
や
年
金
事
務
所

な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
電

話
は
「
詐
欺
」
と
考
え
、
相

手
が
伝
え
た
電
話
番
号
に
は

連
絡
せ
ず
、
す
ぐ
に
最
寄
り

の
警
察
に
相
談
す
る
か
１
１

　

０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
５
・
２
５
６
・

２
３
９
）

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減

量
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
使

用
し
て
、
生
ご
み
の
減
量
の
手

軽
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ご
み
の
減
量
を
進
め
る

た
め
に
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

【
貸
出
期
間
】

・
３
カ
月
間 

（
１
世
帯
１
台
）

【
貸
出
条
件
】

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、

居
住
し
て
い
る
方
で
、
20
歳

以
上
の
方
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
処
理
機
の
適
切
な
設
置

場
所
が
あ
り
、
適
切
な
維
持

管
理
で
き
る
こ
と
（
室
内
設

置
型
、
ア
ー
ス
の
接
続
が
必

要
で
す
）

・
町
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

・
今
ま
で
に
生
ご
み
処
理
機

で
、
貸
し
出
し
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
に
な
り
ま
す
。

【
貸
出
台
数
】

・
８
台
（
申
し
込
み
順
）

【
申
込
方
法
】

・
役
場
環
境
対
策
課
窓
口
へ
お

越
し
い
た
だ
き
、
貸
出
申
込

書
に
記
入
し
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
際
、
印
鑑
、
運
転
免
許

証
等
の
身
分
証
明
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
貸
出
処
理
機
】

・
機
種　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｍ
Ｓ

　
－

Ｎ
５
３

・
処
理
方
法　

乾
燥
式
（
室
内

設
置
型
）

・
サ
イ
ズ　

２
６
８
×
３
６
５

　

×
５
５
０
㎜

・
重
量　

12
㎏

・
最
大
処
理
量　

１
回
２
㎏

・
連
続
投
入
能
力
（
約
４
０
０

ｇ
／
日
の
場
合
）
約
２
週
間

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
２
）
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

【１月の納税等】
・町・県民税４期　　・国民健康保険税７期

・後期高齢者医療保険料７期

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,175 (－ 24）
 8,446(－ 12）
 8,729(－ 12）
 6,913(－ 7）

12月１日現在

編

集

後

記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
初
詣
、
私
は
つ
く
ば

み
ら
い
市
に
あ
る
板
橋
不
動
尊

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
開
創
と
伝
え
ら

れ
、
こ
の
地
域
で
は
珍
し
い
三

重
塔
の
あ
る
古
刹
で
、
本
尊
の

不
動
明
王
は
国
の
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ 

寅
次

郎
物
語
」
の
冒
頭
に
も
登
場
し
、

渥
美
清
さ
ん
演
じ
る
寅
さ
ん
が
、

不
動
尊
の
境
内
で
啖た

ん

呵か

を
切
る

場
面
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
28
日
の
縁
日
に
は
参
詣

客
で
賑
わ
い
、
映
画
さ
な
が
ら

に
露
店
が
並
び
ま
す
。（
Ｙ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

　

新
薬
と
ほ
ぼ
同
じ
効
き
目
を

持
つ
の
に
価
格
が
安
く
、
家
計

に
も
や
さ
し
い
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
」。「
希
望
カ
ー
ド
」

を
活
用
し
て
上
手
に
薬
を
選
ぶ

事
で
、
医
療
費
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬

に
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
効
果
や
安
全
性
が
認
め

ら
れ
て
医
薬
品
と
し
て
承
認
を

得
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
新
薬
に
は
、
製

造
・
販
売
の
特
許
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
許
期

間
が
切
れ
た
後
に
、
新
薬
と
同

じ
有
効
成
分
で
つ
く
ら
れ
る
後

発
薬
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

で
す
。

な
ぜ
価
格
が
安
く
な
る
の
？

　

新
薬
は
開
発
・
製
造
に
数
百

億
円
以
上
の
開
発
経
費
と
10
～

20
年
の
開
発
期
間
を
必
要
と
し

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
で
す
で

に
治
験
済
み
の
有
効
成
分
を
使

う
た
め
、開
発
経
費
が
少
な
く
、

開
発
期
間
も
短
く
な
り
、
製
造

原
価
が
安
価
に
な
る
分
、
新
薬

の
３
～
７
割
の
値
段
で
販
売
で

き
る
の
で
す
。

効
果
や
安
全
性
は
大
丈
夫
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を
使
っ

て
い
る
た
め
、
効
果
・
効
能
は

新
薬
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

　

し
か
し
、
同
じ
有
効
成
分
を

使
っ
て
も
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
添

加
剤
が
違
う
こ
と
が
あ
り
、
人

に
よ
っ
て
は
体
質
に
合
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用

す
る
際
は
、
必
ず
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
の
提
示
に
つ
い
て

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
購

入
に
は
、
医
師
の
処
方
箋
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
医
師
や
薬

剤
師
に
「
私
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
え
ま
す
か
？
」
と

は
言
い
づ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
ま
ず
「
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
師
や
薬
剤
師
に

見
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
出

来
な
い
場
合
で
も
、
処
方
箋
の

「
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
へ
の
変
更
不
可
」

欄
（
次
図
参
照
）
に
医
師
の
署

名
ま
た
は
記
名
・
押
印
が
な
い

か
、
具
体
的
な
薬
に
変
更
不
可

の
記
載
が
な
い
場
合
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
出

来
ま
す
。
処
方
箋
と
一
緒
に

薬
剤
師
に
カ
ー
ド
を
見
せ
れ

ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
変
更
す
る
意
思
が
あ
る
こ

と
が
簡
単
に
伝
わ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
に
は
、
保
険
証
更
新
時
に

「
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
」
を
同
封
し
て
お

り
ま
す
。
紛
失
等
に
よ
り
手

元
に
な
い
場
合
は
、
役
場
保

険
年
金
課
窓
口
に
て
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
５
・
２
５
６
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更がすべて不可の場合、
以下に署名又は記名・押印

保険医署名


